
Para

Memory

Mixed

Bistable

本研究で新たに導出した
相転移境界

P042 階層パターンを持つ自己相関型連想記憶モデルのPCAによる解析

概要

PCAを用いた高次元情報の可視化

解析対象

連想記憶モデル

あらかじめ埋め込んだ記憶を想起する脳の数理モデル．

→統計力学的手法によって詳細に解析されている。

パターン間の相関ｂに関する相図
（親パターン：１ 子パターン：３）

解析手法
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系全体のハミルトニアン ボルツマン分布

交換モンテカルロ法によってサンプリング

PCAを用いた可視化の様子
サンプリング点をヒストグラムで表す。



本研究で導出した相転移境界を挟む領域上でシミュレーションを行なった。
系の状態の変化（相転移）がどのように可視化されるのか。
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高次元空間上の様子

高次元空間上の様子

熱力学的エネルギーに関す
るイメージ図

熱力学的エネルギーに関す
るイメージ図

記憶パターン優勢の領域で
は、記憶パターンが想起さ
れる。子パターン３個を記
憶パターンとしたので、そ
の反転パターンも含め６個
のパターンの出現確率が高
い。

混合パターン優勢の領域
では、記憶パターンの想
起は失敗し、混合パター
ンが想起される。この混
合パターンは親パターン
数と一致すると考えられ、
その反転パターンも含め
２個のパターンの出現確
率が高い。


